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1.1. 問題提起
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　　　　　報告書

項目
財務報告書

サステナビリティ・

レポート
統合報告書

報告対象
特定のステークホルダー

(株主と投資家)

多様なステークホルダー

(社会・環境の視点)
主として財務資本提供者

強制/任意 強制
任意(例外としてデンマーク、

スウェーデン、フランス)
任意(例外として南アフリカ)

規制/ガイドライン
国内・国際法とGAAP

(あるいはIAS/IFRS)
GRI IIRCフレームワーク

比較可能性 高い 中程度 低い

業種別カスタム化 低い 中程度(業務補足資料) 低い

保証レベル 高い 低い 低い

視点
財務報告実体

(企業と企業グループ)

財務報告実体よりも広い

(サプライチェーン、

LCAアプローチ)

財務報告実体よりも広い

(サプライチェーン、

LCAアプローチ)
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1.2. 問題提起
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文献研究に基づいて、現在解決された課題と未解決の課題を明らかにする

統合報告書
(IIRCフレームワーク)

サステナビリティ・レポート財務報告書

IIRCフレームワークの課題を情報開示と情報利用に再整理し検討
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2.統合報告の情報開示と情報利用
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ステーク   ー の情報開示

経営 の情報利用

  
ステーク
   ー情報開示

 明  

  ステーク
   ー

情報開示

経営 の情報利用
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3.情報開示と情報利用に基づく課題

3.1. 情報開示に関する課題
・情報の質
・開示規制

3.2. 情報利用に関する課題
・開示対象
・価値創造

3.3. その他の課題
・管理会計 の影響
・統合報告とは何か
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3.1.1.情報の質・・・情報開示

7

財務情報 非財務情報

統合報告書によって、財務報告書やサステナビリティ・レポートよりも情報の質が改善する

財務報告書 サステナビリティ・レポート

価値創造と関係付ける

統合報告書
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・強制開示→5人
・ 意開示→11人
・折衷開示→6人

3.1.2. 開示規制・・・情報開示

8

• Stubbs and Higgins(2018)の調査

•  独自の戦略を開示する必要がある

戦略を含む価値創造の可視化を行うのであれば、 意開示をとるべきである

一致した見解がない
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3.2.1. 開示対象・・・情報利用
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統合報告書は、ステーク   ー志向が重要

・IIRC(2011)
→ステーク   ー志向

・IIRC(2013)
→投資家志向

・Ito and Iijima(2018)
→統合報告書の開示対象がステーク  

 ーであり、エンゲージメントに報告の役立
ちがある

統合報告書を戦略修正などの情報利用に用いる
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3.2.2.価値創造・・・情報利用
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価値創造と価値毀損の抑制を価値創造と考えるべきである
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3.3.1. 管理会計 の影響・・・その他
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統合報告書の作成が管理会計研究に影響を及ぼす

・ Giovannoni and Pia Maraghini(2013) 
→BSCを用いた統合型 績測定システムの採用が統合報告書
の作成に有用

・ Stubbs and Higgins(2014) 
→組織変革を起こすという仮 検証
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3.3.2.統合報告とは何か・・・その他
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IIRCフレームワークに収斂している

・One Report(Eccles and Krzus, 2010)
→財務情報と非財務情報を1つの報告書で開示

・Kings Reports
→南アフリカで財務報告書とサステナビリティ・レポートの代わり
として強制開示

・IIRCフレームワーク
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4.1. 未解決の課題・・・情報の結合性

・梅田他(2020)
→情報の結合性が他の指導原則と比較して重視されていない

・伊藤(2021)
→日本  では、情報の結合性が十分にとれていない

日本  は財務情報と非財務情報を関係付けて価値創造を明らかにするという
統合報告書の作成意図を無視している
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4.2. 未解決の課題・・・統合思考
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統合思考に統一した見解がない

・IIRCフレームワークの定義
・VRF(2021)

→トップ、ミド 、ロワーの階層ごとに6つの構成要素(パーパス、リスクと機会、
ガバナンス、戦略、文化、 績)を結合すること

・ Stubbs and Higgins(2014)の内部メカニズム
→6つの内部メカニズム

・インサイドアウト・アプローチ
・組織横断的な報告書の作成
・報告書作成のための委員会新設と専門部署の設置
・戦略的課題のマテリアリティの識別
・財務情報と非財務情報の関係付け

・伊藤(2014)の統合型マネジメントシステム
→戦略の策定と実行を統合したマネジメントシステム
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問題提起:IIRCフレームワークで現在解決された課題と未解決の課題を明らかにする

4. まとめ

1. 情報開示に関する課題(情報の質と開示規制)
・情報の質・・・財務報告書と比較して価値創造を明らかにする点で改善された
・開示規制・・・戦略の開示のためには 意開示でなければならない

2. 情報利用に関する課題(統合報告書の開示対象と価値創造)
・開示対象・・・統合報告書を情報利用に用いるためにはステーク   ー志向
・価値創造・・・価値創造と価値毀損の抑制を価値創造と考える

3. その他の課題(作成段階での管理会計の影響と統合報告とは何か)
・管理会計 の影響・・・組織変革を引き起こす
・統合報告とは何か・・・IIRCフレームワークに収斂している
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・実務で情報の結合性のとれた価値創造のモデ がない
・統合思考に統一した見解がない

残された課題
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